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論  文  内  容  の  要  旨  
氏  名  （   根  岸  智  代       ）  
論文題名 
 
1930年代なかばにおける日中メディア空間の交錯 ―中国の統一化へ向けて― 
 
 
論文内容の要旨 
1930年代は日本が中国の侵略戦争へ踏み出した時代である。1931年9月18日に起こった満洲事変は日本と中国の友好
関係を築く機会を失う契機でもあった。日本はファシズム体制を取り、戦争という大きな闇へと突き進んでいったか
らである。この時期に日中双方の民間人達は、互いに相手国をどのように認識しようとしていたのかを本論文では考
察した。つまり、1930年代半ばにおける日中メディアで日本人と中国人がお互いの意見を交わし、それがどのような
影響を与えたのか、また日本側、中国側がこの当時、中国を如何に捉えていたか、具体的にいえば中国を統一した国
と捉えるのかどうかについての議論を検証した。 
第1章では、1935年末から、日本の雑誌である『日本評論』と、中国の雑誌である『獨立評論』誌上で始まった、中
国の学者である胡適と日本のジャーナリストである室伏高信の論争を取り上げた。2人の論争が、中国知識青年達に影
響をあたえ、彼らはこの論争を通して日本と対峙する構えを強固にしていった様子を考察した。つまりは、中国にお
いて胡適と室伏高信の論争が、中国の知識人、学生、日本にいる留学生へと広まり、少なくとも『獨立評論』雑誌で
は、国家的自立のための「救国」というコンセンサスが彼らの中で設定された。 
第2章では、1937年の2月に日本の雑誌である『中央公論』誌で、東京大学の矢内原忠雄が「支那問題の所在」を掲
載し、その中で国民政府によって中国は統一された国であると発表し、その後に起こった中国統一化論争とその周辺
を取り上げた。矢内原は、中国が統一へと向かう過程にいるということ、また統一されつつある南京国民政府と日本
が対等に交渉していくべきであると主張するものであり、日本の言論社会に、蒋介石の南京国民政府を一つの国家と
して捉えるという見方を提示した。これは、1935年春から中国が統一された国であるかという議論が日本の雑誌であ
る『中央公論』に掲載され、その後、約2年くらいにわたって、議論されてきたことの帰結として捉えることができる。
この2年近く行われた『中央公論』における議論を考察し、日本の雑誌上で中国認識が議論される様子をまとめた。 
第3章では、中国での当時の一般雑誌『獨立評論』の言論を取り上げた。 
1931年の満州事変後、中国国内での抗日救国が叫ばれ、1933年3月の熱河陥落で、蒋介石の「攘外安内」政策への批判
がなされるようになったが、胡適は『獨立評論』誌上で科学のない中国に抵抗は無理として、武力での抗日に反対す
る姿勢をとった。1933年5月に塘沽協定が結ばれ、中国は日本の東三省、熱河占領を承認することとなり、冀東の権益
を日本へ渡す事態となった。華北の危機や両広事変の中で、雑誌『獨立評論』の投稿論者たちは、「政府が存在する」、
つまり中央政府を中心とした統一中国の存在を主張しだした。投稿論者たちは、大学教授などの知識人や国民党要人
との関係もあったため、『獨立評論』誌は共産党系の雑誌というよりは、より国民党系に近い雑誌であった。それ故
に、国難の時期における国民党の中央政府による統一中国の下、日本と対峙するという論調が見られた。 
1936年には日本の華北侵行は徐々に浸透していく段階を迎えていた。日本が拡大侵略、華北自治運動を推し進める中、
国民党政府は中日親善、日本との経済提携を日本側から要求されていた。この時、『獨立評論』誌は、抗日への言論
を取り上げるようになり、『獨立評論』誌も、戦争が不可避であるとの認識を持ち、日本との戦争に備えるためにも
中国の一致団結についての発言が更になされるようになっていった。両広事変を経て中国が統一されつつある言論や、
日本の華北侵略を受けて、抗日から救国、そして救国のための中国統一という観点から、中央政府を支えて中国統一
へと向かう言論が出るようになった。また幣制改革や華北事変についても国民党政府へ問題点を挙げ、政府による解
決を期待する言論が掲載され、中央政府による統一を前提とした提言がなされていった。 
第4章では、実際に中国側と日本側が相対して議論を行った、太平洋問題調査会(IPR)第6回会議について取り上げた。
1936年8月15日から29日まで約2週間にわたってアメリカのヨセミテ公園で開催されたIPRヨセミテ会議では、日本と中
国がお互いの立場を列強諸国に理解をもとめる機会となった。会議における中国問題に関しては、政治問題が表面化
した会議となった。胡適は、中国の統一、そしてその統一へ向かう中国を日本が妨害しているとして、強く日本を非
難した。芳澤謙吉は、胡適の意見に反駁した。芳澤が日本の非を一部で認めたことで、アメリカのメディアでは日中
 和解へと動くかのような報道がされた。一方、中国メディアでは、芳澤の日本の立場を説明した演説は中国の『外交
評論』誌などで「謬論」であると解釈された。 
この会議で、日本は自国の立場を弁明することはでき、イギリスは日本非難をやめた。中国も自国の統一と日本侵略
の批判を国際的な会議で演説することはできた。日本も中国も、自国の立場を国際的に発表したことはできたが、日
中和平に向けての双方の歩み寄りという点での有効な話し合いはできずに終わった。 
1935年の終わりから1936年の始めにかけて、胡適と室伏が雑誌上で日中関係について語り、また1936年の夏には太平
洋問題調査会会議で日中が話し合う機会をもった。 
中国の訴えを日本が受け止めるというより、双方の立場を主張し合うことに終始したように見える。しかしこの間、
日本の雑誌と中国の雑誌では双方共に、国民政府による中国の統一が進んでいること、抗日、救国をきっかけとして
統一へと向かう機運が中国で進みつつあるという言論が存在していたのであった。 
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